
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｓ
ｓ 

  

 

             
      

       

  

  

    

 

                   

 

      

        
 

 

                         

                          

令
和
五
年
度
も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
五
年
度

も
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

令
和
六
年
度
も
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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

令
和
５
年
度
友
の
会
総
会 

四
月
十
六
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

出
席
者
二
十
二
名 



友
の
会
研
修
旅
行 

高
畠
町
方
面 

『
ま
ほ
ろ
ば
の
里
を
訪
ね
て
』 

 
 

 
 

 
 

 

五
月
二
十
七
日
（
土
） 

二
十
四
名
参
加 

 
 

 
 

 
 

 

 



会
員
交
流
会 

そ
ば
打
ち
体
験 

 
 

 

十
一
月
十
二
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 

十
五
名
参
加 

 

第
二
十
二
回
夕
鶴
の
里 

民
話
ま
つ
り 

 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
三
十
周
年
記
念
事
業 

 
 

 
 

 

 
 

 

十
月
十
五
日
（
日
） 

  



語
り
部
養
成
講
座 

六
月
三
日
、
六
月
十
七
日 

七
月
一
日
、
七
月
二
十
二
日 

 

計
四
回 

 

｛
子
ど
も
二
名
、
大
人
八
名
受
講
｝ 

  

語
り
部
養
成
講
座
口
演
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
月
九
日
（
日
） 

 

  

第
二
十
回
民
話
の
語
り
駅
伝 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
月
十
日
（
日
） 

 

 
 

 

  



第
十
一
回
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
月
一
日
（
日
） 

 

  

 

令
和
五
年
度
事
業
報
告 

◎
企
画
展 


 

夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展 

 
 

 

二
月
六
日
（
火
） 

～
五
月
十
二
日
（
日
） 



フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 

 

民
話
の
語
り
部
体
験
講
座 

 

十
月
～
十
一
月
の
四
日
間
開
催 

 

山
形
大
学
地
域
教
育
文
化
学
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
六
名
参
加 

 



昔
の
あ
そ
び
体
験 

 

 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 



民
話
口
演
事
業 

 
 

 
 

 
 

（
二
月
末
時
点
） 

 
 

民
話
口
演

545
回 

 
 

出
前
口
演

17
回 

 

◎
関
連
事
業 



お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 

 
 

 
 

 
 

 

六
月
十
八
日 

（
日
） 

 
 

 
 

開
場
：
夕
鶴
の
里 

語
り
部
ホ
ー
ル 

か
た

k
a

i 

◎
体
験
学
習 



機
織
り
体
験

138
名 

 
 

  



  

      

二
月
六
日
よ
り
開
催
し
て
い

る
「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」
が
大

好
評
に
つ
き
来
場
者
が
二
百
名

に
な
り
ま
し
た
。
二
百
人
目
の

お
客
様
に
記
念
品
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。 

連
日
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

               

 

 

「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」
の 

見
ど
こ
ろ 

   

展
示
室
を
訪
れ
て
最
初
に
目

に
入
る
の
が
寿
三
郎
風
の
ウ
サ

ギ
の
ひ
な
人
形
で
す
。
今
回
、
制

作
者
の
お
一
人
が
最
も
力
を
入

れ
て
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。
着

物
の
色
や
頭
の
飾
り
な
ど
制
作

者
の
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
是
非
、
じ
っ
く
り
と
ご
覧
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

               

    

     

二
月
十
五
日
（
木
）
漆
山
双
葉

保
育
園
の
園
児
の
み
な
さ
ん
が

来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最

初

に

齋

藤

和

子

さ

ん

の

「
十
二
支
ば
な
し
」
と
「
だ
ん
ご

の
木
」
の
語
り
を
聞
い
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
、
園
児
の
み
な
さ

ん
か
ら
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

               

  
 

 
 

宮
内
漆
山
郵
便
局
様

と
商
工
観
光
課
ブ
ラ
ン 

 
 

 

ド
係
か
ら
啓
翁
桜
を
頂

き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

語
り
部
ホ
ー
ル
と
角

卓
に
飾
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
今
は
見
ご
ろ
を
迎

え
と
て
も
き
れ
い
に
咲

い
て
お
り
ま
す
。
満
開

の
啓
翁
桜
を
傍
に
聞
く

語
り
は
一
味
違
い
ま
す
。

同
時
に
ひ
な
飾
り
展
も

開
催
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

夕
鶴
の
里
へ
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

             

「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」 

来
場
者
二
百
名 

 

漆
山
保
育
園
の
み
な
さ
ん
が 

来
館
さ
れ
ま
し
た
！ 

啓翁桜を頂きました 


